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寧界の動向というようなものは,遠く離れている場合

に,かえってわかるような気がするものであって,ドイ

ツならドイツの大挙にとび込んでしまうと,何が新しい

傾向であるか公平に判断しにくくなるように思われる。

私の場合,ミュン-ンの個々の教授については,その各

各の関心の中心をまとめることが出乗るが,西ドイツの

史畢界の仝膿について,客観的な判断をくだすというこ

とはかなり困難である。まして東ドイツの撃界というこ

とになると,日本にいる時の方が,或る意味ではよくわ

かるという便宜がある。つまり,西ドイツの歴史家達は,

「東猫の歴史家は大部分西に移ったのであるから,今日

の東濁史家に,酋濁史家と匹敵する立派な研究を期待す

ることは出来ない」とあたまからきめてかかっている傾

きが強い。東に残っている人達は,東がよいからでは導

くて,財産没収の危険とか親戚関係といった理由でやむ

.なく残った人達であり,時の経過とともに,一層西への

脱出が困難になったのだという風にみている。それゆえ,

毎日のように新聞が東西統一の問題を論じているにもか

かわらず,西濁史家達の東濁史家への関心は案外薄いよ

うに思われる。また,東濁史家の著作ももちろんたくさ

ん西燭の書店に出ているが,いずれも物凄い割引であり,

ほとんど問題にされていない。事監　考え方としてわれ

われの注目をびくものはあるが,研究の楕散さ,賓護の

深さといった鮎になると,残念ながら,西猫の出版物に

は遠く及ばないのが現状である。それでは西濁史畢界で

現にどんな研究が出ているであろうか。つ国々の新刊書や

尊者については到底書きつくせないから,ここではバイ

ェルンを中心とした全くの概観をおしらせすることにし

たい。

その前に,ごく一般的な動向について一言しておきた

いことは,いろいろの研究があるにも拘らず,戦後西濁

史畢界の主流は,いわゆる　geschiclitliclie Landesfo二

rschung" (地域史研究)の徹底化にあるという鮎であ

る。法制史も経済史も,政治史も文化史も,こぞってこ

の方向に最大の関心をしめしているようにみえる.

先日私は,今日における嘩濁中一陸奥単界の亘匠ともい

うべきテオド-ノレ・マイヤ-から手紙をもらったが(守

イヤーとの倉見記はいずれ後日にまとめてみたい)その

書き出しはつぎのようなものであった。

「貴君がドイツの地域史研究の方法に非常な興味を

抱いているのを知って大墾うれしく息いました。私達

は,私達の民族の歴史の新しいビルトを得ようと努力

しているのです。今までの古い研究は,フランス革命

以東の,ドイツについては特に19位紀にでっちあげ

られた法制の諸形態というものをば,いつの時代にも.

どこにでもあてはまる模範であるかのような錯覚と先

入主をもって,過去の史賓を測定してきたのです。こ

れでは到底過去の正しい姿と意味とをつかむことはで

きません。私達は地域史の組合的研究ということにお

互いに協力し,革に古い研究を憂えるだけでなく,過

去の事案についてLのよりよい,より異音などルトを招

きだそ.うと念じています。これは私個人の念願ではな

く,私のところに集っている有能な若い人達の共通の

願いなのです。これを積み重ねることなしに,新しい

ドイツの歴史は書き直せまん。 ---」

この書簡は,私が数千語を資して説くよりも,一層卒

直に今日の西濁史家の共通の関心を示しているのではな

かろうかO　もちろん,ウィ-ンの--ノレb)ような革新的

著作を矢纏ぼやに出す歴史家もいるし,ヨ-ロッパとは

何かといった議論も盛であり,特にドイツではギリシャ

史に関する新著が非常に多いように思われる。にも拘ら

ず私は,やはりこのマイヤ-のような立場を,ドイツ史

における主流であるといいたい。そのことは,マイヤー

のところに集るいわば常連ともいうべきつぎの人々の顔

ぶれを見ただけでも納得できる。すなわち, H.Danne-

tibauer, J. Werner, E. Schwarz, K. Lecliner, W,

Schlesinger, H. Fehr, K. Bosl, E. klebel, B. Meyer,

K. S. Bader, O. Brunner, W. Weizs瓦cker, R. Heu-

berger, H. Biittner, E. E. Stengel, F. Beyerle. R.

Buchner, H. Tamclien, W. Mitzka, H. Beumann, E.

Ewig, O. Ho且er---等々。私はこれらの人々が毎年9

月末か10月初砂,マイヤ-のいるコンスタンツに集り,

ボーデンーtf一湖畔のマイナウの古城で夜を徹して報告し

議論するいわゆる　Mainauvortrage " (1952年以降毎
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年閲かれている)の盛況を恕V¥　その報告書であるあの

Vortr瓦ge tmd Forschtmgen "各巻の論調を謹むと

普,マイヤーの念願が着々とみのりゆたかに宴現されつ

つあるのに驚かざるを得ない。それはもはや,畢なる地

滅別個別研究といった域を脱しつつある4,の,ないしは,

より正しい組合に窓を払らいた研究という感じである。

今年73歳のマイヤーの情熱たるや,まことに驚くべき

ものがあり,またその人柄には頭のさがる思いがする.

この1例でもわかる通り,ドイツの各地域史の基本的

・な研究は,いまどしどしと刊行されている。方法上の議

論やむずかしいイデオロギーの問題はしばらく措き,西

濁史家は少くとも表面上何のためらいもなく,非常奄

蹟信と誇りとを、もって地域史の総合的研究に遇逸してい

るようにみえるoこの勢いのおもむくところ,必ずや近

い婿衆に,それこそ文字通り新しく書き直された「ドイ

ツ史」が誰かによってまとめられるであろう。 「歴史の

書き直し」ということが,巌椿な意味で,どれほど辛苦

に満ちた壕備的な基礎工事を必要とするかを,私はいま

いたるところで見せつけられている。そして, 1人で大

桶うをうならせるような「新しい」概説書を書く昌とが,

いかに学界というものを無視した暴挙であるかを,しみ

.じみと感じさせられた.

いま試みに,ここミュン-ンの1例をおしらせして,

具膿的にそれが如何に大がかりな仕事であるかの一端を

しめしてみよう。

先日,私は勇気を出してバイェルン撃士院の附属機関.

であるアノレキスシュトラ-セ12番地の　Kommission

f丘r Baverische IJandesgeschiclite.をおとずれ,そこ

の所長であり;またミP.ン-ン大草のInstit色tfiirBay-

eriscie Geschiahte.の部長でもあるマックス・シュピ

ンドラー蝣(M. Spindler)教授を訪問した。 63歳だとい

う教授は,色つやのよい薪で,私などよりは若くみえる

位である。それが2人の助手と一緒に,賓に親切町寧に

仕事の内容を説明してくれた。話はいろいろの方面に及

んだが,それはとにかくtとして,ここでは,この研究所

・の主要な業績だけを報告したい。ちなみに,シュピンド

ラ-はあの有名な古典的名著M. Doeberl. Entwicklu-

ngsgeschichte Bayerns.の第3巻の編纂者であり,日下

為れの第1巻の徹底的な改訂の仕事をやっている人であ

り,バイエルン史,特にその近世史についての著侭　論.

,文がきわめて多い。

さて,まずこの研究所ではつぎの2つの雑誌を出して

-いるo　その一つはBayerische Vorgeschichtsdldtterで

あり,もう1つは日本の一部にも知られているZeitsc-

hrift filr hayerisehe Landesgeschichte.であるO前者
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はいうまでもなく考古学中心のものであり,民族大移動

期の遺跡等について,すぐれた研究がのせられている。

これは,以前は　Bayerisehe Vorgesohiehtsfreund.と

よばれた雑誌をうけついだものであるが,今では名をか

えて年刊のカニたちで出されている。後者の刊行は非酌こ

活殻で1928年に創刊されてから,年に3,サづつ出さ

れ,今では第19巷の第1既が出ている。敗戦後5年間

ほど刊行を停止しただけである。いうまでもなく,バイ

エルン地方史についてのすぐれた研究はこの雑誌にの

り,こめ附録にはバイェルン関係の文戯紹介と日銀が精

密につけられている。

雑誌にらいで史料および研舞叢書が並行して出されて

いるoそれは大きく分けて4つの種類となる。

L　第1 , Quellen tmd Erorterungen zur bayerische-

n GescMohte. Neue Folge.これはもと1856年に第1

巻をだした叢書の後身であり, Neue Folgeで1945-午

以後に出たものだけを畢げるとつぎのような重要なもの

がみられる。

Bd. 9. Die Traditionen des klosters Tegeriisee

l003-1241. bearbeitet v. P. Acht, 1952.

Bd. 10. Die Traditionen des klosters Sell瓦ftlarnプ60

-1305. bearbeitet v. A. Weissthanner, 1953.

Bd. ll. Die bayerisahen Luitpoldinger vぐn 893「

9. Sammltmg und Erl瓦uterung dcr QpI

ellen vom K. Reindel, 19S3.

Bd. 12. Das deutsch-englisclie Bundnis von 1335

-1342. bearbeitet v. F. Bock. 1956.

第2 , Schriftenreihe zur bayerischen Geschie壬】te.

これは1929年からはじめられた研究書であるが,今日

まで大小まちまちの(大髄150頁から700頁位まで)研

究が55番出ている。中には近世史のものもあるが,中

世史関係も多く,敦合・修道虎の所領管理や貴族の地盤,

ウアバール等を扱った個別研究がたくさん目につく。

1945年以降既に17巻もださ咋ている。

第3 , Bayerische Rectasdenktn瓦Iev.これは主とし

て都市法の史料集という方針で編纂され,今のところ2

奄刊行されただけである。しかし,ミュンヘンとノェル

ドリンゲンの都市法が完全なかたちで公刊されたことは

大きな意味があろう。

第4, Monumeiita Boica.これはあまりにも有名な

パイ土ノレンの史料集でめるoその第1巻の刊行は,モヌ

メンタ・ゲルマニアイ・ヒストリカよりも古く,1763年

にさかのぼる。一般の書物とは型が少しちがって,たて

よこが同じ長さの書物であるが,今日でも200年の倖

統を守りつづけ,そのままのかたちで刊行されている。
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今まで刊行されたのは,第1雀より第50奄までと,第

53巻,第60巻の計52巻であったが,ごく最近その第54

巻Regensburger Urkundenbuch, 2 Bd., Urkunden

der Stadt 1351-1378. bearb. v. F. Bastian u. J.

widemann.が出た。いま出衆て来たところだといって;

シp.ビンドラ-教授がうれしそうに私にみせる疎は,ほ

んとに輝いていた.いうまでもなく,彼が全髄の監修者

である。私はこれを53番全部あつめてみようと思って

古本屋をかけめぐT,ているが,戦禍のひどさは到底私の

念願をかなえでくれそうにない。残念な話だがまだ端本

3省を買っただけである。そしてあまり高いので,この

頃はもうこれを集めることを断念したO

以上は,この研究所がアカデミ-からうけついだ昔か

らの仕事であるが,最後に是非紹外したいことは,現所

.長シュピンドラーがはじめた素晴しい大がかり?i:仕事に

ういてである。そしてこの新しい部門が賓は最も活嚢で

あり,また,その意圏があたかも「地域史」の徹底的研

究に,最も大きな貢献をなしている。すなわちそれは2

つの普肝]に分れている.

その1つは, Historischer Atlas von 】〕ayern.であ

る。これはその名のような地固ではなく,ナポレオン時

代より今日のゲマインデに至るまでの全バイエルン(令

日の)の裁判・行政・経済などの壁化を,裁判薗中心に

分析したものであり,その前史の叙述も,場所によって

はフランク時期こまでさかのぼる。周知のrように今日の

バイエルン領域は,フランケン,シュワ-ベンをも含ん

でいるから,アルトバイエルンを合せて三大地域のしら

みつぶしの研究となっている。そして, 1950年に第1巻

を出したこの仕事が,今日までにつぎのように多数に刊

行されている。

アルトバイエルンー9亀　フランケンー5巻と別冊3

巻,シュワ-ベン11乳首l-15巻と別冊3番。

これはいずれも大版で,各巻には10苗分の1の附圏が

ついており,大きなものは200頁を越えるものがあるO

私はZSRG.やHZ・の書評でこれが出ていることだけ

は知っていたが,こんな大がかりな企責とは思わなかっ

た。また,まことにうかつにも地囲だろうと考えていた

のである。シュピンドラ-の話によると全部で80数巻

になるが,ここ6,7年の間に完成する預定だとのことで

あった。もとより多勢のミットアルバイタ-による仕事

であるが,バイエルン史研究の意範込みに頭がさがった.

いま1つは　Historisches Ortsnamenbuch vonBa-

yern.である。これは,バイェルンのあらゆるOrtsna-

men. Flurnamen　等々を,歴史的・言語学的に解明し,

個々の地名の出てくる史料集を証記しようとするもので,
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刊行方式は前者同様, 3地国に大別され,並行してmm

されている。前者が裁判直を中心とし,近値に重瓢を置

くものだとするならば,こちらは,ジ-ドルンクや開墾

の歴史を知る中値史研究の宴席であるといえる。既刊は

バイエルン1胤　フランケン1胤　シュワ-ベン2巻で

あるが,エアランゲン大挙のフォン・グッテンベルク

(Erich Freiherr von Guttenberg)がまと妙あげたオ

ーベルフランケンの　Land-u. Stadtkreis Kultnoa-

ah."1952.の如きは,大版320見80頁にあまるフラン

ク時代よりのジ-ドルンクの叙述は,.私が今まで讃んだ

どの書物よりも共催的である。シュピンドラ-はこのグ

ッテンベルクの業績をたたえながら,彼がとく最近亡く

なったと話し, 「惜しい仕事の上での親友を失った」と

暗然としていた。私はこんなものが,バイエルンだけで

何十巻と出るのかと思うとうんざりしたが,その草間的~

雰国風こ心をとりもどし,助手にこっそりと大幅に割引

してもらって,既刊書をかかえて研究所を節した。シュ-

ピンドラ-はその包みをみて,誇らかに微笑していたO

バイェルン史尊界の最近の情勢をのべるためには,な

お多くの人達について語るべきであろう。例えば,.ミニ

ンへンのプリヴァ-ト・ドッツェントからグユルッブノレ

クの正教授となったカ-ル.ボスル(Karl Bosl)

彼はまだミュン-ンに住んでいて,汽車でグユルッブノレ

ク-通っている-のあの2肝ものの『バイエルン史』

とか,ミュン-ン大挙が中心になって,毎年ホッホシュ

ーレの歴史教師達に講習合をやった時の講演集"Unser

Gescliiclitsbild." (既刊2巻)とかについて,語るべき

ことがきわめて多い。しかし,あまりミュンヘンのこと

ばかりを報告したのでは轡なものであるから,もう少し

北ドイツやオーストリアの畢界をみてから,此校の材朴

を得たあとで,ゆっくり自分の考えを述べてみたい。今

日は最も活菌な,また財政的にも最もめぐまれたミ31ン

へンの歴史研究所の1例を報告することで筆を描きたいO,

研究所を節して稗に出ると,その隣りに爆撃の被苦も,

痛ましい古びた建物があった。入口は立淡に修理され,

鹿とライオンか何かのブロンズの像が立っているが,ま~

ことに古い建物である。こんなところ,一倍何だろうと

思って,私はその正面に近づいてみた。すると,鹿の像二

の下につぎのような文字が印されてあった。 "MONU-

MENTA GERMANIAE HISTORICA."- - -私は重い

書物の包みをかかえて,非常な感動をおぼえつつ,しば

らくその前にたたずんだ。そして喰い入るようにこの271

字のスペリングを追った。 「ドイツの歴史撃は生きてい

る」という一種の安心と尊敬の念に満たされながら・-=・。-

(19S6・6・17　ミュンヘンにて記す)


